








腎炎における発症の個体感受性の問題を検討する目的で、IgA 腎症・アレルギー性紫斑病

の C4 遺伝子の RFLP および DR,DQ の Type を、遺伝子および血清により決定した。これら

の疾患で、C4 null allele の発症頻度が control 群に比し高かったが、この欠損と DR,DQ

の Type との連鎖は認められなかったことより、C4 gene 欠損そのものが個体易感受性と

関係していると推察された。


